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R3.3.10飯田市議会 。一般質問
(リエア関連事業について・龍江地区の状況 )

(後藤荘一市議会議員)
飯田市内の発生土置き場についてであります。昨年の 9月 議会でも質問をさ
せていただきました。
その後この件が進展をしていて、その進展に従って改めて聞いていきたいと
思います。
住民の皆さんの中で、危険なので反対という声がここへ来て上がりだしまし
た。市としてはその認識はありますでしょうか?

(細田仁リニア推進部長)
建設発生土、議員の方では残土とおっしゃって頂いていますが、その関係につ
いてのご質問でございます。
JR東海におきましてはですね、すでに議会でもご説明申し上げておりますが、
飯田市内におきましては、下久堅地区並びに龍江地区の 2か所で発生土置き場
の候補地として検討を進めさせていただいている状況でございます。
はじめ下久堅地区についてでございますが、昨年末に地権者そして下流域も
含めた関係者を対象に工事説明会を開催致したところでございます。
一方、龍江地区につきましては、発生土置き場としての可能性の検討に必要と
なる調査の実施について、地元との調整をさせていただいているところでござ
います。
なお、龍江地域におきましては、昨年、地元の有志の方々により「龍江の盛土
を考える会」が発足され、これまでに数回にわたりまして講師を招いていただい
て勉強会を開催されたり、そうした勉強会を続けられているというお考えであ
るということについてはお伺いしているところでございます。
危険なので反対といった声があがっているということについて、どういう認
識か?と いうご質問でございますけれども、その中で色々な議論が出ていると
承知しておりますが、勉強会の意見として今のところは承知を致しているとい
うところでございます。

(後藤市議)
盛土を考える皆さんの中で、危険なので反対という声が今一致してきている
というふうに私は認識しています。
ぜひですね、その声を尊重すべきと思つておりますけれどもどうでしょう
か?

(細田部長)
いま説明申し上げました下久堅地区、龍江地区も併せまして、発生土置き場の
候補地に関しましては、地元地域とのご相談をさせて頂く中で候補地をご提案
頂き、そしてその候補地を市から県を通じて JR東海に情報提供をさせていただ
いたと。
そしてそれを踏まえJR東海が活用先として適当かどうかを検討させていただ
いて、そのうえで地元と協議を進めさせていただいているという状況でござい
ます。
地元におきましては、そういう事を踏まえますと、建設発生土をうまく活用し
て地域振興を進めることが出来ないかという観点で検討いただいて来ていると
いう認識をしております。
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龍江地域におきましては、まちづくり委員会を中心にこうした観点からの検
討が進められてきたという認識を致しているという状況でございます。
そういうふうに考えますと、市といたしましては、まずは地元でしつかり時間
をかけて多様な観点からお話し合いを頂くことが、まず重要であろうかという
ふうに考えているところでございまして、そのうえで、地域としてのお考えをお
まとめ頂くということになろうかと思いますけれども、助言等、お手伝いできる
ことがあれば、市としては積極的に対応して参りたいというふうに考えている
ところでございます。

(後藤市議)
地域として議論していただいて結論を出して頂くというふうに受け止めまし
た。
ぜひその声を尊重してもらって、そうしましたらその結果はJR東海に対して、
市として結果を尊重して求めるものというふうに考えてよろしいでしょうかど
うか?

(細田部長)
建設発生土に関しましてその置き場につきましては、地権者の皆様は当然は
じめ、下流域を含めた皆様、そういった関係者のご理解が大前提であると、そう
して非常に重要であると市としても認識いたしているところでございます。
今までの説明会でも、こうした関係者の皆様に対しまして、丁寧な説明をし、
頂いたご意見やご要望等につきましては、それを計画に反映するようJR東海に
伝えて参りましたし、安全対策を十分に施した造成計画になるように求めて来
ているところでございます。
いずれにいたしましても、JR東海には関係者のご意見をしっかりとお伺いし
たうえで、対応を頂くようお願いを重ねているところでございます。地元にも
様々なご意見があることから、市としてもそういった意見をしっかりとお聞き
しJR東海に伝えて参りたいと思います。

(後藤市議)
そうしましたら、地権者はじめ、下流域の皆さん、関係者の皆さんが結論を出
したといった時点で、市としてきちんとJR東海に対して、その声を反映するよ
うに求めて行くというふうに受け止めてよろしいでしょうかね?

(細田部長)
地元として色々のご判断をして頂く、もちろん、その結果については当然 JR
東海に伝えて参りますし、或いは、いま議員からお話がございましたように、そ
の地元としてのお考えをまとめて頂くプロセスにおいて、色々なお話しがあれ
ば、その内容についても当然伝えてしっかり議論が項けるような環境を整えて
参りたいと思います。

(後藤市議)
ぜひ、市として関係者の皆さんの立場に立って、JR東海と対応していって頂
くようにお願いをしたいというふうに思います。
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